































Comfort station in World War Ⅱ read from the









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































より2020. 4. 25 取得
11） 吉見義明（B）1995年『従軍慰安婦』（岩波新




14） 吉見前掲書B　p. 22～p. 33










科『国際協力論集』（25号1巻）2017. 7　 p. 26
19） 高橋前掲書p. 58




























































59） 貴志前掲書p. 174 原典は英タイムズ誌　1964.
　6. 15
60） 貴志前掲書p. 174原典は読売新聞1964. 6. 15
61） タモツ・シブタニA『パースペクティブと
しての準拠集団』1955年　木原彩香他訳，鹿
児 島 大 学discussion papers in economics and 










67） シブタニ前掲書（A）  p. 11
68） タモツ・シブタニB　1966年『流言と社会』
広井脩他訳1985年（東京創元社）p. 245
69） 桑原司，木原彩香2010年『ハーバード・ブ
ルーマーのシンボリック相互作用論の展開の可
能性』鹿児島大学『地域政策科学研究』第7号 
2010. 3　p. 247
70） 中野正大・宝月誠編『シカゴ学派の社会学』
2003年（世界思想社）「ブルーマー『シンボリッ
ク相互作用論』」桑原司　p. 289
71） 青砥前掲書　p. 227
72） 青砥前掲書　p. 231
A）川崎春彦（1922年鹿児島県生まれ）旧制中学
卒業後，上京，大手軽金属工場勤務しながら大
学工学部夜間部に在籍し1943年応召。戦後は銀
行勤務から会社経営。1000人の同年兵のうち帰
還者は3名であることが記されている。
B）戸井昌造（1923年兵庫県生まれ）早稲田大学
在学中陸軍少尉として学徒出陣する。戦後は劇
団プークの活動を経て画家，民衆史の研究者と
なる。秩父事件の研究では第一人者とされてい
る。（この項はウィキペディアを参照している。）
　https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%88%B
8%E4%BA%95%E6%98%8C%E9%80%A0
（2020. 12. 25取得）
C） 益田豊（1917年広島県生まれ）引船汽船機関
士在職中の1938年応召。
D）十河實（1907年香川県生まれ）商業学校を卒
業し，銀行に勤務する。現役時代士官学校に入
校し，1941年中尉として応召。
E）鈴木正七（1918年山形県生まれ）農業補習学
校卒業後満州開拓団へ。1939年歩兵32連隊に
応召。予備士官学校入校後，歩兵224連隊に転
属しニューギニア戦線へ。復員後は県庁職員と
なる。
F）阿部彰晤（1922年宮城県生まれ）1941年志願
して歩兵4連隊に配属され，終戦まで在籍。
G ）中島董英（1911年富山県生まれ）大学を卒業
し毎日新聞社に就職。1938年歩兵83連隊に応召。
一度退役し，44年再度招集を受ける。復員後も
同社に勤務。
H）田辺利宏（1915年岡山県生まれ）日大卒業後
郷里の女学校に就職。在職中の1940年応召。翌
41年戦死。
 I ）神出杉雄（1919年北海道生まれ）1941年，北
支派遣軍応召時には既婚であった。
　　　（しのはら　まさし
　　　　　　甲府市立南中学校教諭）
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